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平
成
18
年
度
雲
南
市
職
員
採
用

試
験

(

農
業
若
干
名
、
建
築

(

一

級
建
築
士
免
許
を
有
す
る
者
又
は

今
年
度
取
得
見
込
み
の
者)

若
干

名)

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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利
用
し
た
覚
え
が
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
高
額
な
請
求
が
は
が

き
や
メ
ー
ル
で
送
ら
れ
て
き
た
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
明
確
な
説

明
も
な
い
の
に
、｢

登
録
完
了｣

と
い
っ
た
内
容
が
表
示
さ
れ
、
高

額
の
金
銭
を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と

し
た
り
す
る
な
ど
の｢

架
空
請
求｣

や

｢

不
当
請
求｣

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
請
求
が
さ
れ
た
場

合
に
は
、
次
の
点
に
留
意
し
て
対

処
し
て
く
だ
さ
い
。

+
,
-
.
�
/
0
1
2
"
#
3
0

不
審
な
請
求
を
し
て
き
た
相
手

に
は
問
い
合
わ
せ
を
し
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。
問
い
合
わ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
相
手
側
に
こ
ち

ら
の
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
、
住
所
、
氏
名
等
の
情
報
を
与

え
て
し
ま
っ
た
場
合
、
そ
れ
ら
を

悪
用
し
て
恐
喝
さ
れ
た
り
、
繰
り

返
し
同
様
の
請
求
を
受
け
た
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
裁
判
所
等
の
公
的
な
機

関
か
ら
メ
ー
ル
で
重
要
な
連
絡
を

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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B

請
求
さ
れ
て
も
慌
て
て
す
ぐ
に

支
払
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
ず

は
請
求
の
内
容
を
よ
く
確
認
し
、

実
際
に
利
用
し
た
覚
え
が
あ
る
か

ど
う
か
、
契
約
が
有
効
か
ど
う
か

を
冷
静
に
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

C
D
E
F
�
G
0
H

不
審
な
ハ
ガ
キ
、
メ
ー
ル
な
ど

を
受
け
取
ら
れ
た
場
合
や
請
求
が

本
物
か
ど
う
か
判
断
が
つ
か
な
い

よ
う
な
場
合
に
は
、
金
銭
を
支
払

わ
ず
、
ま
ず
は
各
総
合
セ
ン
タ
ー

自
治
振
興
課
ま
た
は
市
民
生
活
課

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
島
根
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー

(

�
０
８
５
２
�32
�５
９
１

６)

、
警
察
総
合
相
談
電
話

(

�

０
８
５
２
�31
�０
９
１
１)

、
ま

た
は
最
寄
り
の
警
察
署
で
も
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
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市
で
は
、
５
名
か
ら
10
名
の
団

体

(

グ
ル
ー
プ)

を
対
象
と
し
た

初
心
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
講
習
の
出

前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
雲
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
頂
く
か
、
情
報
政
策
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
個
人

で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
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R
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市
で
は
、
市
長
が
市
民
の
皆
様

と
直
接
お
会
い
し
、
ふ
る
さ
と
の

恵
み
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
語
り
合
う

｢

ま

ち
づ
く
り
懇
談
会｣

を
、
懇
談
を

希
望
す
る
団
体
と
共
催
で
開
催
し

ま
す
。

X
D
Y
6
Z
[
\
]

^
_
`
a
b

市
内
に
本
拠
地
を
置
き
市
内
で

活
動
を
す
る
団
体
で
、
雲
南
市
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
市
長
に
提

言
し
、
懇
談
を
希
望
す
る
団
体
。

^
Z
[
c
d
�
e
f

g
h

��i
�
�
j

���
(

申
し

込
み
に
よ
り
順
次
開
催
し
ま
す
。)

会
場
の
確
保
は
、
原
則
、
共
催

団
体
で
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

開
催
時
間
は
２
時
間
以
内
を
目

途
と
し
ま
す
。

^
k
#
l
m
n
o

開
催
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、

事
前
に
情
報
政
策
課
ま
た
は
各
総

合
セ
ン
タ
ー
自
治
振
興
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

^
p
6
q

・
懇
談
会
の
司
会
進
行
は
、
共
催

団
体
の
方
で
お
願
い
し
ま
す
。

・
市
長
等
の
日
程
調
整
に
は
時
間

を
要
す
る
た
め
、
な
る
べ
く
早
め

の
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。
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雲南市では生活情報の提供と､ 産業振興の一助､ 行財政改革の一環として有料広告枠を設けました｡
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叙
位
の
栄
誉
に
対
し
、
心
か
ら

敬
意
を
表
し
ま
す
。
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市
で
は
、
市
旗
を
あ
っ
旋
し
て

い
ま
す
。

購
入
に
つ
い
て
は
、
別
途
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
価
格
は
次

の
と
お
り
で
す
が
、
送
料

(

４
０

０
円)

が
別
に
か
か
り
ま
す
。

【
大
】
掲
揚
用

(

２
穴
付)

縦
100
㎝
×
横
150
㎝

６
�３
０
０
円

【
小
】
一
般
家
庭
用

縦
70
㎝
×
横
100
㎝

２
�７
０
０
円

【
小
サ
イ
ズ
用
付
属
品
】
受
金
具
、

棒
、
収
納
袋

１
�０
０
０
円

※
表
示
価
格
は
す
べ
て
税
込
み
。

r
�
s
t

雲
南
市

の｢

Ｕ｣

を
モ
チ
ー

フ
に
、｢

い
き
い

き
と
し
た
自
然
・
人
・
街
ふ
る
さ
と

)
｣

｢

生
命
い
の
ち

と
神
話
が
息
づ
く
新
し
い

日
本
の
ふ
る
さ
と｣

を
イ
メ
ー
ジ

し
、
全
体
と
し
て
、
未
来
に
向
か
っ

て
躍
動
・
発
展
す
る
雲
南
市
を
力

強
く
表
現
し
て
い
ま
す
。
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平
成
17
年
10
月
の
福
祉
医
療
の

制
度
改
正
に
伴
い
、
毎
年
10
月
に

医
療
証

(

資
格
証)

の
更
新
を
行

い
ま
す
。

更
新
申
請
の
手
続
き
を
８
月
に

行
い
ま
す
。
対
象
者
の
方
へ
は
、

申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
の
際

に
ご
持
参
い
た
だ
く
も
の
に
つ
い

て
は
、
申
請
書
を
送
付
す
る
際
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
７
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

の
間
に
行
っ
た
申
請
に
よ
り
医
療

証

(

資
格
証)

の
交
付
を
受
け
た

方
に
つ
い
て
は
、
更
新
申
請
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
給
期
間
を
更
新
し
た
医
療
証

(

資
格
証)

を
９
月
末
に
送
付
し

ま
す
。

○
申
請
受
付
窓
口

各
総
合
セ
ン
タ
ー
自
治
振
興
課
、

ま
た
は
市
民
生
活
課
で
申
請
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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昨
今
の
景
気
低
迷
に
よ
る
多
重

債
務
や
疾
病
な
ど
に
よ
る
慢
性
的

な
生
活
苦
の
事
案
増
大
に
と
も
な

い
、
税
・
料
の
納
付
に
関
す
る
相

談
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、y

�
�
�
�
'
(
)

C
D
f
z

を
開
設
し
、
市
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
の
税
・
料
の
納
付
に

関
す
る
相
談
や
債
権
、
債
務
、
相

続
、
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
等

に
応
じ
ま
す
。
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(
)
C
D
f

^
{
|

市
在
住
の
方

^
C
D
7
8

税
・
料
の
支
払
い

に
関
す
る
事
柄
や
民
法

(

債
権
、

債
務
、土
地
、相
続
等)

、商
法
、
国

際
法
、
消
費
生
活
に
関
す
る
事
柄

(
)
C
D

…
…
市
民
か
ら
の
生
活

相
談
受
任
後
、
相
談
所
内
部
で
状

況
把
握
と
分
析
。
必
要
性
・
緊
急

性
に
応
じ
て
相
談
者
と
の
接
触
を

図
り
対
応
を
協
議
し
ま
す
。

o
}
C
D

…
…
弁
護
士
の
相
談
を

必
要
と
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ

め
設
定
し
た
相
談
日
に
指
定
す
る

会
場
で
、
対
面
ま
た
は
Ｔ
Ｖ
電
話

等
で
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
相
談
方
法
は
、
電
話

と
面
接
双
方
で
行
い
ま
す
。

た
だ
し
、
信
教
及
び
思
想
信
条

に
関
す
る
事
柄
が
相
談
用
件
で
あ

る
場
合
は
除
き
ま
す
。

^
~
�

相
談
は
無
料
で
す
。

※
法
律
相
談
は
原
則
無
料
で
す
が
、

解
決
に
相
当
な
期
間
を
要
す
る
場

合
は
、
協
議
の
上
、
有
料
で
受
任

し
対
応
し
ま
す
。

^
M
N
�
�

本
事
業
は
個
人
情

報
保
護
法
の
趣
旨
を
尊
重
し
、
情

報
守
秘
・
法
令
遵
守
を
前
提
と
し

て
、
毎
回
相
談
者
・
応
談
者
と
も

に
同
意
書
等
を
作
成
し
ま
す
。

電
話
相
談
と
面
接
相
談
を
ご
希

望
の
方
は
、�

�
�
�
'
(
)
C

D
f
(

市
民
部
収
納
管
理
課)

ま

で
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。
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広告掲載をご希望の方は､ 木次都市開発� (広告代理店) �0854-42-2221までお問い合わせ下さい｡




